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工事概要
�１ 工 事 名：梯川天神低水護岸工事
�２ 発 注 者：国土交通省 北陸地方整備局

金沢国道河川事務所
�３ 工事場所：石川県小松市天神町地先
�４ 工 期：平成２３年７月２１日～

平成２４年３月２５日
小松天満宮横を流れる梯川の洪水対策として、
当工事は梯川の川幅を拡張する事業として発注さ
れた低水護岸工事であり、その基礎となる鋼管矢
板を打設するものである。
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２．現場における問題点

現地の土質は、現地盤からＮ値１０未満のシルト
混り砂質土が３０ｍ程度あり全体的に軟弱地盤を形

成している。
当工事では、重要文化財に隣接した仮設ヤード
（鋼管矢板を圧入するためのクレーン１００ｔ吊り
用の作業ヤード）の施工上の工夫が要求され、親
杭横矢板施工後の盛土においては、現地盤の挙動
を観測しながら行う必要があった。
現場は、図―２のとおり横矢板と目隠しフェン
ス（借地境界）との隙間が０．６ｍ～０．８ｍと狭隘で
また、直線でないために自動追尾型動態観測シス
テムをどのように配置するかが問題であった。

３．工夫と適用結果

今回マトリックス演算機能を持つHyPos コン
トローラーと自動追尾型のトータルステーション
を接続して、多測点の三次元変位量を高精度で自
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最大値 盛土完了 計測終了 １次 ２次 最大値/

(絶対値) 11/27 11/29 (mm) (mm) １次(％)

Ｘ -1.0mm 0.0mm -0.5mm 5.0 10.0 20% OK

Ｙ 1.9mm 1.0mm -1.5mm 5.0 10.0 38% OK

Ｚ -2.5mm -1.7mm -1.9mm 5.0 10.0 50% OK

Ｘ -1.5mm -0.9mm -1.3mm 5.0 10.0 30% OK

Ｙ -2.7mm -2.4mm -2.0mm 5.0 10.0 54% OK

Ｚ -3.1mm -2.0mm -2.0mm 5.0 10.0 62% OK

Ｘ -1.7mm -1.1mm -0.9mm 5.0 10.0 34% OK

Ｙ -1.4mm -0.8mm -0.7mm 5.0 10.0 28% OK

Ｚ -2.7mm -1.9mm -1.7mm 5.0 10.0 54% OK

Ｘ -2.5mm -1.6mm -2.0mm 5.0 10.0 50% OK

Ｙ 1.1mm -0.2mm 0.1mm 5.0 10.0 22% OK

Ｚ -3.6mm -3.1mm -3.1mm 5.0 10.0 72% OK

Ｘ 1.4mm -0.3mm -0.7mm 5.0 10.0 28% OK

Ｙ 2.1mm -1.2mm 1.4mm 5.0 10.0 42% OK

Ｚ -2.6mm -2.0mm -1.9mm 5.0 10.0 52% OK

Ｘ 1.6mm 0.6mm 0.3mm 5.0 10.0 32% OK

Ｙ -1.3mm -0.5mm -0.2mm 5.0 10.0 26% OK

Ｚ -2.5mm -1.6mm -1.5mm 5.0 10.0 50% OK

Ｘ 0.9mm -0.1mm -0.4mm 5.0 10.0 18% OK

Ｙ -2.3mm -1.9mm -1.7mm 5.0 10.0 46% OK

Ｚ -2.3mm -1.5mm -1.4mm 5.0 10.0 46% OK

Ｘ -1.6mm -0.9mm -1.3mm 5.0 10.0 32% OK

Ｙ -3.6mm -3.3mm -3.3mm 5.0 10.0 72% OK

Ｚ -3.1mm -2.0mm -1.9mm 5.0 10.0 62% OK

Ｘ -1.3mm 0.0mm -0.4mm 5.0 10.0 26% OK

Ｙ -3.3mm -2.8mm -2.9mm 5.0 10.0 66% OK

Ｚ -2.7mm -1.9mm -1.8mm 5.0 10.0 54% OK

Ｘ -2.4mm -1.7mm -2.1mm 5.0 10.0 48% OK

Ｙ -2.6mm -2.3mm -2.3mm 5.0 10.0 52% OK

Ｚ -2.5mm -1.1mm -1.2mm 5.0 10.0 50% OK

管理値

判定

（盛土開始 2011/11/21～計測終了 2011/11/29）

判定　OK：１次管理値【5.0mm】以下

測点　No.６

測点　No.７

測点　No.８

測点　No.９

測点　No.10

測定値11/21～11/29

測点／測定値

測点　No.１

測点　No.２

測点　No.３

測点　No.４

測点　No.５

動測定できるシステム機器を使用した。
曲線の中幅０．６ｍでは一か所から見通しできな
いため、中間に視準器を１台セットし、左右に自
動回転させて視準できるよう工夫した。
また、変位量管理位置（測定用プリズム）は中
間に単管杭を打ち込み固定することとした。
これにより、盛土時の現地盤挙動が把握可能と
なり、測定位置の高低についても場所に応じた変
更が可能となった。（図―３）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マトリックス演算とは、同一平面上にない基準点によっ

て測定座標系の絶対性を確保するもので、トータルステ

ーションの据付架台の傾斜や、気象条件の変化による影

響を、標準装備された気圧、温度、湿度のセンサーによ

り得られたデーターを演算処理するもの。 

基準点② ＠≒5.0ｍ 基準点① 
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図―３ 自動計測システム配置図

測定は１０分間隔とし、変位量が一次管理値５
mmに達した場合は、観測小屋で警報ランプが点
滅し、異常を知らせ、監視を強化（測定間隔：５
分間隔）する。また、二次管理値１０mmに達した
場合には作業を一時中断し、原因を究明した上で
対策を講ずるものとした。なお異常時は現場職員
の携帯にリアルタイムで報知されるシステムとし
た。
盛土は騒音振動に留意するために、４ｔダンプ
にて搬入し、超低騒音のショベルを使用して、３０
cm毎に盛土転圧を慎重に行った。
その施工中に計測した変位の結果は表―１の通

りで、最大が沈下―３．６mm，水平―３．６mm（背面側）
であり、ほとんどが±３．０mm以内で推移してい
た。
このように、背面の重要文化財に影響を与える
ことなく盛土施工を完了させた。

４．おわりに

今回は、重要文化財の真横での盛土であり、軟
弱な現地盤でもあったため慎重な施工を行った。
計測変位量の一次管理値は５mmと厳しい設定で
あり、管理値超過による携帯への異常報知が入る
と覚悟はしていた。
結果は、背面の盛土幅が狭かったこともあり、
最高で３．６mmの挙動となった。
慎重な上に慎重に施工した結果だと考える。ま
た、境界に面して大木が多くあり、大きな根が張
り巡っていたことも挙動が抑えられた一因だと
考える。
今回はこの工事が初めての重要文化財近接施工
となり、今後も順次発注されるが、今回の盛土施
工における現地盤の挙動測定の結果が次回の施工
に参考になれば幸いである。

表―１ 計測結果一覧表
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